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2018 年度、立命館大学経済学部は創立 70 周年の記念の年を迎えます。

経済学部創立 70 周年記念式典・経済学部同窓会総会

開催日

場　所

時間帯

2018 年 11月17日（土）
京都ホテルオークラ
12：30　 同窓会　総会
 日中友好協会　会長
14：00　 丹羽 宇一郎 氏　講演会
17：00　 記念式典・祝賀会
19：30　 終了

経済学部では様々な企画が実施され、創立 70 周年を盛り上げていきます！
そして経済学部同窓会も経済学部のさらなる発展を全力でバックアップしていきます。

懐かしい仲間と同窓会しませんか？
～創立 70 周年同窓会特別補助を行います！～

経済学部創立 70 周年を記念して、経済学部同窓会では卒業生同士の交流、ネットワーク作りを促進する
ため、2018 年度限りの同窓会特別補助を行います！
この機会に、是非ゼミをはじめ基礎演習や語学のクラス等、経済学部に関する仲間で同窓会を開催し、懐
かしい思い出を語り合いながら、新たなコミュニケーションの和を築きましょう。

詳しくは4月上旬に公開される「経済学部創立70周年記念ホームページ」をご覧ください。



経済学部同窓会　講演会を開催！

2017年 10月 21日（土）、ホテルグランヴィア京都 草子の
間において経済学部同窓会の講演会を開催しました。

　講演会では、最先端のロボット研究者として世界的に注目されている大阪大
学大学院基礎工学研究科の石黒浩先生を講師としてお招きし、「人と関わるロ
ボットと未来社会」をテーマにご講演いただきました。
　当日は、ホテルグランヴィア京都内でオール立命館校友大会の開催もあり、
講演会には多くの皆様の参加がありました。時間ぎりぎりまで質疑応答が交わ
され、講演会への関心の高さがうかがえました。

経済学部同窓会　リアル脱出ゲーム企画を開催！

2017 年 12月 16日（土）、朱雀キャンパスにおいて
リアル脱出ゲーム企画「人狼村からの脱出」を開催しま
した。

　昨年度もご好評いただき、今回2度目の開催となった本企画は、若
手同窓生をはじめ世代を超えてご参加いただき盛況な企画となりまし
た。企画終了後には、懇親会が開催され、参加者は旧交を温め、近況
報告に花を咲かせました。

今後も経済学部同窓会では、多くの同窓生が参加できる企画を開催します。
皆さまのご参加をお待ちしております！



2017年度 経済学部就職活動応援企画「メントレ」の支援を行いました！
2018年 1月 6日（土）、7日（日）に経済学部就職活動応援企画「メントレ」が開催されました。本企画は、「なぜ
学ぶのかを考えることは、自分を考えることであり、それはなぜ働くのかにつながる」をコンセプトに、経済学部同窓
会の支援のもとに実施している学部独自の就職支援イベントで2017年度は 5回目の開催となりました。今年も本格的
な就職活動を目前に控えた3回生を対象に、経済学部同窓生の皆様に2日間にわたって模擬面接やエントリーシートの
作成の指導を行っていただきました。同窓生約120名、在学生約 200名が参加し、沢山の同窓生と在学生が交流する
機会になりました。

経済学部 稲葉ゼミ同窓会開催

7 月 25 日（土）、池田明博による呼びかけで四条
河原町ビアホールミュンヘンにて稲葉ゼミミニ同窓会
を開催しました。人数は少なかったものの、久しぶり
の集まりで話題は尽きず、来年の大規模な同窓会に向
けて再会を期しました。（1989年卒業　池田 明博 記）

紀國ゼミ同窓会
2017年 10月 21日（土）にメルパルク京都にて紀國ゼミ同窓会が開催され
ました。今年は折り悪く翌日に衆議院選挙が行われることとなってしまったため
地方公務員として働かれている卒業生の多くが参加できなかったのですが、それ
でも在学生と合わせて30名集まりました。
まず紀國先生よりご挨拶を賜り、しばしの歓談の後に今回の参加者の自己紹介を行

いました。手短ながらも皆それぞれに独自色を出し、お互いを知る機会となりました。
会では在学生と卒業生が交流をより深められるよう余興も用意し、今回は 6
チームに分かれてクイズ大会を行いました。立命館大学に関する問題を中心としつつ、経済学の問題や紀國先生に関す
る問題も織り交ぜ盛り上がりました。なお正解数の上位2チームには景品として立命館グッズをプレゼントしました。
会の最後には在学生の上田さんに閉会の辞を述べていただき、散会となりました。
昨年より参加者は大幅に減ってしまいましたが、その分深い交流を行うことができ、在学生にとっても年代の近い社
会人の話を聞くことが将来をイメージするための一助となったかと思います。（2013年卒業　田渕 照章 記）

第10回 島田ゼミ同窓会

毎年恒例の島田ゼミ同窓会は、今回で記念すべき10回目を迎えました。文理総合イ
ンスティテュートのゼミであったため、経済学部だけでなく、経営学部と理工学部の
出身者も集う会となりました。また、参加者は2007年～ 2017年卒業生まで幅広く、
貴重な交流の場となっています。仕事等の近況報告や、ゼミ活動の思い出話に花を咲
かせ、同窓会終盤には大学や滋賀県にまつわるクイズ大会を行いました。また来年の
同窓会での再会を楽しみにしています。　（2012年卒業　高橋 奈央美 記）

ゼミ同窓会、各地で開催中！
事務局に寄せられたゼミ同窓会のご報告の中から、一部をご紹介いたします。



経済学部より

2018年 4月より経済学部に以下の専任教員をお迎えします。【新任教員】（職位・50音順）

氏　名 任用職名 主な担当予定科目

石塚 　健 准教授 日本語
川岸 岳人 准教授 マクロ経済学
田辺 加恵 准教授 スペイン語
峯俊 智穂 准教授 観光経済学

同窓会費の納入方法について
　同窓会は、皆様から納入された終身会費（¥10,000）で
運営しています。入会を希望され、会費をまだ納入されてい
らっしゃらない方は、同窓会事務局までご連絡ください。

住所変更された方は……
　会報の送付先の変更は、立命館大学校友会（TEL：0120-
252-094、FAX：0120-252-095）までご連絡ください。
同時に校友会誌「りつめい」の送付先変更もさせていただき
ます。

【『学生時代の思い出』を募集します !!】
　皆様の学生時代の思い出や近況報告等を執筆いただき掲載する、『学生時代の思い
出』を募集しております。これは、「原稿執筆者それぞれの学生時代の思い出を振り
返ることにより、その時代時代の社会情勢や風潮、大学や経済学部を取り巻く環境、
学生像などを顧みること」を目的に出版された『50周年の思い出』の続編にあたる
もので、広く経済学部同窓生の皆様より原稿を募集したいと考えております。掲載
ご希望の方は以下の要領にて事務局までお送りください。

① 原稿（学生時代の思い出や近況報告等、2,000字程度）
② 経歴（生年月日、卒業年、勤務先等、可能な範囲で結構です）
③ 写真（  可能でしたら、学生時代と現在の2枚をお送りください。

使用後、返却させていただきます）

頂戴いたしました原稿は、経済学部同窓会HPにも掲載させていただきます。

【お知らせ】
※ 本誌は皆様の掲示板でもあります。各ゼミ同窓会や個人の近況・情報等、どのよう
な内容でも結構です。事務局までお寄せいただければ、掲載させていただきます。
※  同窓会に対するご質問・ご希望がございましたら事務局までご連絡ください。

〒525-8577 滋賀県草津市野路東1-1-1
立命館大学経済学部事務室内
TEL:077-561-3940  FAX:077-561-3947
E-mail:ecalumni@st.ritsumei.ac.jp
経済学部HP：http://www.ritsumei.jp/ec/
経済学研究科HP：http://www.ritsumei.jp/gsec/
学部HPの「同窓会」にて最新の情報をお届けしています。

立命館大学経済学部同窓会事務局

同窓会事務局より

【経済学部同窓会でFacebook更新中】
　経済学部同窓会の活動はもちろん、経済学部の「いま」や在学生の活躍な
ども発信しています。興味のある方はご覧下さい。右記のQRコードからも
ご覧になれます。
www.facebook.com/ritsumeikan.keizai.alumni

第9回 「川本ゼミ旅行」

第9回「川本ゼミ旅行」は11月 9日（木）、11月 10日（金）川本先生 “米
寿 ” の祝いをメインに、お茶で有名な宇治で開催した。参加者は仕事や孫の世
話等、課程の都合で参加できない3名の会員を除き9名が参加した。
9日は地元今回幹事の計らいで黄檗山塔頭宝善院にて隠元禅師等によって伝
えられた禅宗の精進料理、普茶料理で昼食。懇親会では参加者相互の近況報告後、
恩師の “米寿 ” を祝し「川本ゼミ同窓会」代表より祝辞を捧げ、非参加会員も含
めた会員からの記念品と参加者全員の『寄せ書』を幹事よりお贈りした。10日
は午前中に、「古都京都の文化財」として世界文化遺産に登録されている平等院、
宇治上神社を見学し山城の歴史・文化に浸った。
立命館大学を卒業して早くも 45年、恩師の定年退官を記念して発足した「川本ゼミ同窓会」も 22年が経過した。
川本先生は間もなく “卒寿 ” を迎えられ、私たちも “古稀 ” を迎える。
当同窓会が末長く継続できるよう恩師始め会員一同健康に留意し、1年後の中部地区での再開を祈念。今回も楽しく
終了した。（1972年卒業　池田 直 記）


